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４
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局

地
域

建
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業
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継
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計
画
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Ｐ
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度
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次
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．
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．
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．
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．
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．
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平
成

２
２
年

１
２
月

豪
雪

（
鳥
取
県
東
伯
郡
琴
浦
町
）

中
国

地
方

整
備
局

地
域

建
設

業

連
携

災
害

協
力

協
定

等
緊
急
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
、
国
民
生
活
の
早
期
回
復

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧
が
可
能

・
国
民
生
活
の
早
期
回
復

・
災

害
時

に
お
い
て
も
企

業
活

動
が

可
能

（
被
害
の
軽
減
）
。

・
地
域
や
取
引
先
等
か
ら
の
信
頼
が
向
上
。

・
災
害
対
応
へ
の
参
画

地
域

防
災

力
の

向
上

技
術

と
経

営
に
優

れ
た
一

つ
の

証

道
路
の
除
雪
作
業

道
路
の
除
雪
・
雪
崩
対
策
作
業

道
路
の
倒
木
・
土
砂
除
去
作
業

河
道
に
閉
塞
し
た
流
木
除
去
作
業

道
路
の
土
砂
除
去
作
業

平
成

21
年

8月
9日

台
風

９
号

（
岡
山
県
美
作
市
）

「
建
設
業
社
会
貢
献
活
動
事
例
集
」
よ
り

平
成

２
３
年

１
月

豪
雪

（
島
根
県
雲
南
市
）

平
成

2２
年

７
月

豪
雨

（
広
島
県
庄
原
市
）

平
成

21
年

７
月

豪
雨

（
山
口
県
防
府
市
）

１
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

～
地

域
建

設
業

に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必

要
性

と
意

義
～
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出
典

：
内

閣
府

「
事

業
継

続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

H
25

.8
改

訂
」
よ
り
抜

粋
4

１
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

～
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
な
ぜ
必
要
か
～

事
業

継
続

計
画

（
B
C
P）

の
概

念



宮
城
県

気
仙
沼
市

国
道
４
５
号

岩
手

県
山

田
町

国
道

4
5
号

福
島

県
い
わ
き
市

国
道

６
号

20
05

年
内
閣
府
や
経
済
産
業
省
が

B
C

P
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定

し
、
本

格
的

な
普

及
啓

発
に
乗

り
出

し
た
。

・
20

07
年

新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
被

災
に
よ
り
、
自
動
車
産
業
の
す
べ
て
の
活
動
が
停

止
し
、

B
C

P
の

重
要

性
が

改
め
て
認

識
さ
れ

た
。

・
20
11

年

東
日

本
大

震
災

で
は

、
日

本
の

災
害

史
上

初
め
て
、

複
数

の
企

業
が

大
規

模
災

害
に
対

し
て
実

際
に

B
C
Pを

発
動

し
、
事

業
を
継

続
さ
せ

る
こ
と
に
成

功
し
た
。

出
典

：
「
リ
ス
ク
対

策
.c

om
 2

01
1/

05
 」
よ
り
編

集

写
真

は
国

土
交

通
省

東
北

地
方

整
備

局
資

料

２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

～
Ｂ
Ｃ
Ｐ
発
動
の
経
緯
～
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・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
組
織
で
あ
り
、
事
業
拠
点
が
多
数
存
在
す
る

・
屋
外
単
一
生
産
で
あ
り
、
本
社
等
の
拠
点
に
被
害
を
受
け
て
も
、
人
員
の
安
全
や
情
報
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
事
業
継
続
が
で
き
る
可
能
性
が
比
較
的
高
い

・
施

工
が

長
期

間
に
な
り
、
施

工
中

の
物

件
は

自
然

災
害

の
影

響
を
受

け
や

す
い
。
こ
の

た
め
、

施
工
中
現
場
の
迅
速

な
二
次
災
害
の
防
止
も
重
要

・
労

働
集

約
産

業
で
あ
り
、
自

社
単

独
で
は

事
業

が
成

立
し
な
い

・
工

事
の

施
工

に
関

連
し
て
、
人

員
や

機
械

等
を
常

時
動

員
・
調

達
し
て
い
る
。
協

力
会

社
も

事
業
継
続
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る

・
竣
工
物
件
が
多
数
存
在
す
る
。
工
事
請
負
契
約
完
了
後
も
顧
客
（
発
注
者
）
と
の
関
係
が
長

期
間
に
わ
た
る

・
災
害
時
に
は
イ
ン
フ
ラ
復
旧
や
支
障
物
件
撤
去
等
の
重
要
な
担
い
手
と
な
る
。
建
設
企
業
の

社
会
的
責
任
で
あ
り
、
社
会
的
評
価
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
機
会
で
あ
る

・
災

害
発

生
直

後
か

ら
超

繁
忙

期
と
な
る

２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

～
建
設
会
社
に
お
け
る

B
C

P
策
定
に
係
わ
る
特
徴

～
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出
典

：
「
リ
ス
ク
対

策
.c

om
 2

01
1/

05
 」
よ
り
編

集

皆
成

建
設

(株
)の

B
C

P
策
定
の
目
的

①
従
業
員
を
守
る

→
死

傷
者

を
出

さ
な
い
。
全

従
業

員
の

雇
用

を
確

保
。

②
企
業
を
存
続
さ
せ
る

→
対

応
が

後
手

に
ま
わ

れ
ば

廃
業

に
追

い
込

ま
れ

る
。

③
地
域
の
活
力
を
守
る

→
早

期
事

業
回

復
に
よ
っ
て
地

域
に
貢

献
で
き
る
。

２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

～
建
設

業
の
事
業
継
続
の
事
例

東
日
本
大
震
災
後
の
対
応
～

本
社

所
在

地
：
仙

台
市

社
員

数
：
3
5
人

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
：
2
0
1
0
年

3
月

『
B
C
P
を
策

定
し
て
い
な
け
れ

ば
、
何

を
ど
う
し
て
い
い

の
か

分
か

ら
な
か

っ
た
。
B
C
P
が

事
業

の
早

期
復

旧
に

大
き
な
役

割
を
果

た
し
た
。
』
（
総

務
部

長
談

）

皆
成
建
設

(株
)B

C
P
に
お
け
る
被
害
想
定

●
震

度
６
以

上
の

地
震

（
電

気
６
日

、
ガ
ス

53
日

、
下

水
道

が
50

日
止

ま
る
想

定
）

●
10

メ
ー
ト
ル
の
津
波

皆
成

建
設

(株
)B

C
P
の

大
き
な
特

徴
●

２
ヶ
月

収
入

が
途

絶
え
て
も
人

件
費

な
ど
が

支
払

え
る
よ
う
資

金
を
確

保
し
た

●
電

子
デ
ー
タ
は

、
２
重

、
３
重

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取

っ
て
い
た

●
社

屋
が

使
用

不
可

能
に
な
る
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
想

定
し
、
従

業
員

の
宿

泊
対

応
か

ら
社

屋
外

で
の

事
業

継
続

体
制

ま
で
、

万
全
の
準
備
を
整
え
て
い
た

7



同
社
B
C
Pに

お
け
る
目

標
復

旧
時

間
（
全

て
達

成
で
き
た
）

・
イ
ン
フ
ラ
復

旧
協

力
体

制
づ
く
り

24
時

間
以

内

・
施

工
中

物
件

の
二

次
災

害
防

止
と
被

害
報

告
24

時
間

以
内

・
施

工
中

物
件

の
被

害
状

況
と
顧

客
フ
ォ
ロ
ー

48
時

間
以

内

・
施

工
中

物
件

の
応

急
措

置
完

了
72

時
間

以
内

２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

～
建
設
業
の

事
業
継
続
の
事
例

東
日
本

大
震
災
後
の
対
応
～
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２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

～
建
設
業
の
事
業
継
続
の
事
例

東
日
本

大
震
災
後
の
対
応
～

★
B
C
P導

入
に
よ
る
効

果

•社
員

の
安

否
確

認
が

で
き
た
。

•あ
ら
か

じ
め
リ
ー
ス
会

社
と
災

害
時

の
締

結
を
し
て
い
た
た
め
、
優

先
的

に
物

資
（
重

機
、
オ
ペ

レ
ー
タ
等

）
を
借

り
入

れ
る
こ
と
が

で
き
た
。

•被
災

翌
日

に
は

、
区

か
ら
復

旧
作

業
に
向

け
た
道

路
の

確
保

や
地

域
の

被
害

調
査

の
要

請
が

あ
り
、
同

社
の

み
現

場
へ

駆
け
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。

•応
急

対
策

工
事

の
要

請
に
多

数
対

応
で
き
た
。

•災
害

復
旧

工
事

等
の

業
務

を
着

実
に
受

注
で
き
た
。

★
B
C
Pの

今
後

の
展

開

•経
営

戦
略

と
位

置
づ
け
、
ト
ッ
プ
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
会

社
全

体
で
推

進
す
る
。

•訓
練

を
実

施
し
て
B
C
P
の

実
効

性
を
高

め
る
。
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災
害
対
策
基
本
法
第
76
条
に
よ
り⾞

道
に
放
置
され
た

⾞
両
の
撤
去
を
実
施

⽔
路
内
に
堆
積
した
⼟
砂
撤
去
を
実
施

道
路
啓
開
を
⾏
う災

害
協
定
協
⼒
企
業

・
災
害
協
定
協
⼒
企
業
と連

携
して
、浸

⽔
被
害
に
よ
って
道
路
お
よ
び
道
路
脇
の
⽔
路
に
堆
積
⼟
砂
や
、住

宅
等
か
ら流

れ
出
た
ガ
レ
キ
の
撤
去
を
実
施
。

・
道
路
啓
開
時
に
⽀
障
とな
る
⾞
道
に
放
置
され
た
⾞
両
に
つ
い
て
も
、災

害
対
策
基
本
法
76
条
の
適
⽤
に
よ
り撤

去
を
実
施

・
道
路
啓
開
：
実
施
期
間
（
7⽉

10
⽇
〜
15
⽇
）

平
成

30
年

7月
豪
雨
に
お
け
る

倉
敷

市
真

備
町

に
お
け
る
浸

水
エ
リ
ア
の

道
路

啓
開

・
粉

じ
ん
対

策

浸
⽔
区
域

倉
敷

市
真

備
町

岡
山
県

⼩
⽥
川

48
6

⾼ 梁 川
1班

2班

3班
4班

5班
決
壊
箇
所

道
路
啓
開
を
⾏
う災

害
協
定
協
⼒
企
業

２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

平
成
３
０
年
７
月
豪

雨
に
お
け
る
対

応
（
倉

敷
市

真
備
町
に
お
け
る
道
路
啓
開
）
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⼟
砂
撤
去
作
業
（
坂
町
坂
⻄
）

⼟
砂
撤
去
作
業
（
坂
町
坂
⻄
：
夜
間
）

・
連
⽇
の
猛
暑
、狭

隘
な
作
業
空
間
、昼

夜
連
続
、さ
らに
⼆
次
災
害
の
危
険
性
が
残
る
とい
う厳

しい
現
場
状
況
下
に
お

い
て
、建

設
企
業
に
よ
る
懸
命
な
復
旧
作
業
が
⾏
わ
れ
、応

急
復
旧
の
早
期
完
了
が
実
現
。

・
直
轄
施
設
の
応
急
復
旧
に
加
え
、倉

敷
市
真
備
地
区
の
道
路
啓
開
（
協
⼒
企
業
８
社
）
、広

島
県
内
の
⼟
砂
撤
去

⽀
援
（
協
⼒
企
業

9社
）
、被

災
⾃
治
体
へ
の
物
資
⽀
援
（
協
⼒
企
業

16
社
）
な
ど建

設
企
業
の
活
躍
が
復
旧

に
貢
献 道
路
啓
開
作
業
（
呉
市
安
浦
）

⼯
程
会
議
状
況

⼟
砂
撤
去
業
（
三
原
市
⽊
原
）

２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

平
成

３
０
年

７
月

豪
雨

に
お
け
る
対

応
（
広

島
県

内
の

土
砂

撤
去

作
業

）
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県
別

Ｂ
Ｃ
Ｐ
発

動
時

の
災

害
発

動
企

業
鳥

取
県

平
成

２
８
年

鳥
取

中
部

地
震

１
０
社

平
成

３
０
年

７
月

豪
雨

２
社

島
根

県
平

成
３
０
年

４
月

島
根

県
西

部
地

震
１
社

岡
山

県
平

成
３
０
年

７
月

豪
雨

１
０
社

広
島

県
平

成
３
０
年

７
月

豪
雨

１
１
社

山
口

県
平

成
３
０
年

７
月

豪
雨

１
社

計
３
５
社

■
B
C
P
発

動
実

績

３
．
B
C
P
認
定
企
業
へ
の
ﾋ
ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ結

果
（
H
3
0
年

度
認

定
企

業
１
２
４
社

を
対

象
）

■
B
C
P発

動
企

業
の

主
な
意

見

・
７
月

豪
雨

で
は

、
出

動
、
待

機
、
資

機
材

準
備

、
各

自
の

役
割

分
担

が
訓

練
時

以
上

に
的

確
に
対

処
で
き
た
。
（
岡

山
S社

）

・
７
月

豪
雨

で
初

め
て
発

動
し
、
緊

急
参

集
、
安

否
確

認
、
現

場
点

検
を
実

施
し
、
B
C
Pに

対
す
る
社

員
の

理
解

度
が

さ
ら
に
向

上
し
た
。
（
広

島
O
社

）

・
７
月

豪
雨

で
は

、
全

社
員

及
び
家

族
の

安
否

確
認

、
全

作
業

所
の

状
況

把
握

が
迅

速
か

つ
確

実
に
行

え
た
。
（
広

島
K
社

、
岡

山
O
社

）

・
７
月

豪
雨

の
対

応
を
検

証
し
、
B
C
Pに

追
加

す
べ

き
事

項
等

の
整

理
を
行

い
、
次

年
度

の
計

画
を
見

直
す
。
（
岡

山
県
K
社

）
12



■
災
害
対
応
意
識
の
向
上

・
訓
練
を
通
じ
て
社
員
全
体
の
危
機
管
理
意
識
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
。
（
島
根

T社
）

・
社
員
が
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
（
島
根

H
社
）

■
災
害
時
の
迅
速
な
対
応

・
B

C
P 
の

周
知

に
よ
っ
て
、
災

害
対

応
時

に
社

員
の

迅
速

性
が

向
上

し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
た
。

（
広
島

F社
）

・
組

織
の

管
理

統
制

が
良

く
な
り
迅

速
な
対

応
に
繋

が
っ
て
い
る
。
（
島

根
H
社
）

■
資
機
材
等
の
充
実

・
社
内
の
物
品
、
備
品
を
含
め
、
資
機
材
の
管
理
に
対
す
る
社
員
の
意
識
が
向
上
し
た
。
（
島
根

P
社
）

・
物
品
管
理
が
厳
格
に
な
っ
た
。
（
鳥
取

K
社
）

・
物

品
の

備
蓄

が
適

正
に
で
き
て
お
り
、
７
月

豪
雨

災
害

対
応

時
に
お
い
て
も
大

型
土

嚢
の

供
給

が
迅

速
に
行
え
た
。
（
広
島

T社
）

■
連
絡
体
制
の
改
善

・
職
員
の
防
災
意
識
が
高
ま
り
、
災
害
時
以
外
も
含
め
連
絡
体
制
の
徹
底
が
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
鳥
取

I
社
）

■
訓

練
の

レ
ベ
ル

ア
ッ
プ

・
社
員
か
ら
訓
練
の
改
善
意
見
が
積
極
的
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
鳥
取

K
社
）

・
参
集
、
情
報
伝
達
が
円
滑
に
な
っ
た
。
（
岡
山

S
社
）

３
．
B
C
P
認
定
企
業
へ
の
ﾋ
ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ結

果
（
H
3
0
年

度
認

定
企

業
１
２
４
社

を
対

象
）
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※
⼟
砂
撤
去
延
⻑
は
、国

交
省
及
び
住
⺠
･ボ
ラン
テ
ィア
な
どに
よ
り⼟

砂
撤
去
が
な
され

た
延
⻑
。

＜
累
計
表
＞

・
道

路
等

の
土

砂
撤

去
延

長
：

19
,
0
9
0
ｍ

・
八

木
用

水
の

土
砂

撤
去

延
長

：
2
,
3
5
0
ｍ

・
投
入
機
械
（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
）

：
延
べ

1
,
5
8
5
台

・
投
入
機
械
（
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
）
：
延
べ

2
,
9
8
8
台

➀
堆
積
土
砂
、
車
両
等
が
捜
索
活
動
や

市
民
生
活
の
大
き
な
支
障
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
で
は
以
下
の
と
お
り
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

捜
索
機
関
、
市
等
と
連
携
し
な
が
ら

土
砂
撤
去
を
実
施
し
、
9月

20
日
ま
で
に
概
成
し
、
広
島
市
等
へ
引
き
継
ぎ
を
行
っ
た
。

道
路

等
：
緑
井
･八

木
地
区
お

よ
び
可
部
東
地
区
の
内
、
特
に
被
害
が
甚
大
な
地
区
中
心
に
8月

23
日
着
手
。

9月
20
日
ま
で
に
概

成
、
広
島
市
等
へ
引
き
継
ぎ
。

八
木
用
水
：
8月

25
日
着
手
、
9月

3日
概
成
、
9月

12
日
に
広
島
市
へ
引
き
継
ぎ
。
沢
水
に
よ
る
湛
水
被
害
の
緩
和
に
大
き
く
寄
与
。

➁
テ
ッ
ク
･フ

ォ
ー
ス
の
他
、
民
間
建

設
会
社
40
社
・
延
べ
5,
64
8人

を
投
入
。

国
土

交
通

省
実

施
エ
リ
ア

広
島
市

実
施
エ
リ
ア

凡
例

国
交

省
(八

木
用

水
)実

施
住
民
と
調
整
し
な
が
ら
の
土
砂
撤
去写
真
➀

関
係
機
関
と
の
調
整
し
な
が
ら
の
土
砂
撤
去

写
真
④

建
設
会
社
と
調
整
し
な
が
ら
の
土
砂
撤
去

写
真
③

昼
夜
を
徹
し
て
の
土
砂
撤
去写

真
②

下
図
：
「
国
土
地
理
院
」
電
子
国
土

２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

～
平
成

26
年

8月
広
島
土
砂
災
害
に
対
す
る
対
応
～
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■
広

島
土

砂
災

害
対

応
を
実

施
し
た

B
C
P認

定
企

業
の

こ
と
ば

○
被

災
社

員
が

い
る
と
の

情
報

か
ら
、

B
C

P
対
応
手
順
に
も
と
づ
き
全
社
員
の
安
否
確
認
を
即
刻
実
施

○
職

員
の

住
所

が
把

握
で
き
て
い
た
た
め
、
被

災
地

周
辺

の
社

員
宅

が
あ
る
こ
と
が

瞬
時

に
わ

か
り
直

ち
に
安
否
確
認
が
で
き
た

○
そ
れ

に
よ
り
、
社
長
を
中

心
に
災
害
対
策
本
部
を
迅
速
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
現
場
へ
急
行
さ
せ

る
体
制
が
確
保
で
き
た
。
さ
ら
に
、
情
報
を
集
約
し
、
刻
々
と
変
化
す
る
応
援
要
請
へ
の
対
応
に
あ
た
る
こ

と
が

で
き
た
。

○
指
揮
命
令
系
統
が
明
確
と
な
っ
て
お
り
、
災
害
発
生
時
の
情
報
伝

達
が
一
元
化
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
た
。

○
災

害
対

応
と
し
て
、
適

材
適

所
の

職
員

、
作

業
員

、
機

械
、
車

両
、
誘

導
員

等
の

配
置

が
適

切
に
で
き

た
。

○
協
力
業
者
（
作
業
員
・
重
機
械
・
工
事
車
両
等
）
と
日
頃
よ
り
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、

緊
急
の
対
応
依
頼
に
十
二
分
に
応
え
て
も
ら
え
た
。

○
さ
ら
に
、
連
携
す
る
協
力
業
者
や
リ
ー
ス
会
社
等
と
の
協
定
締
結
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
、
広
島
土
砂

災
害

の
経

験
で
痛

感
し
た
。

２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性
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２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

～
平
成

26
年
度

笠
岡
市
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
～

16



■
笠

岡
市

に
て
鳥

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

対
応

を
実

施
し
た
B
C
P認

定
企

業
の

こ
と
ば

○
B

C
P
策
定
に
お
け
る
訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
対
策
本
部
の
立
ち
あ
げ
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
緊
急
時
の
対
応
能
力
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る

○
訓

練
を
実

施
し
な
け
れ

ば
、
社

員
の

意
識

も
向

上
し
な
い
。
社

員
か

ら
の

改
善

事
項

等
の

声
が

実
効

性
を
高

め
る

○
平
時
か
ら
の
人
員
計
画
（
必
要
資
格
の
取
得
推
進
、
技
能
向
上
等
）

人
財
確
保
に
つ
な
が
る

○
資

機
材

の
調

達
先

（
協

力
業

者
）
と
顔

の
見

え
る
良

好
な
関

係
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
る

○
目
標
時
間
の
設
定
を
社

員
に
周
知
す
る
こ
と
で
、
社
員
の
危
機
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る

○
訓
練
後
、
社
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
必
要
と
判
断
し
た
備
蓄
品
に
つ
い
て
、

順
次

準
備

を
行

っ
て
い
る

○
B

C
P
の

策
定

及
び
そ
の

計
画

に
基

づ
く
訓

練
を
実

施
し
て
い
た
た
め
、
指

揮
命

令
系

統
が

明
確

に
な
っ
て
お
り
、
初

動
が

機
能

し
た

２
．
地
域
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性

17



B
C
P
認
定
の
た
め
に
申
請
す
る
『
事
業
継
続
計
画
』
は

中
国
地
方
整
備
局
の
W
E
B
サ
イ
ト
を
参
照
す
る
と

比
較
的
容
易
に
作
成
が
可
能
で
す
。

「
作
成
解
説
書
(
第
5
版
)
」
を
参
照
し
な
が
ら
、

「
作
成
解
説
書
(
第
5
版
)
様
式
集
」
(
W
O
R
D
デ
ー
タ
)
を

活
用
し
て
作
成
。

U
R
L
ア

ド
レ

ス
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
g
r
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
p
/
k
e
n
s
e
t
s
u
b
c
p
.
h
t
m

４
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
の
手
順
と
ポ
イ
ン
ト

18



A
．
計
画
策
定
の
意
義
と
検
討
体
制

ま
ず
、
災
害
時
の
事
業
継
続
計
画

B
C

P
に
つ
い
て
取

り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
決

定
し
、
社

員
の
み
な
さ
ん
に
周
知
し
、
そ
の
意
義
や
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
、
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
経
営
層
の
ト
ッ
プ
自
ら
が
関
与
す
る
必
要

で
す
。

経
営

層
の

ト
ッ
プ
か

ら
個

々
の

社
員

に
至

る
ま
で
重

要
業

務
を
継

続
さ
せ

よ
う
と
い
う
意

識
を
共

有
し
、
災

害
時

に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ

る
の

で
、
全

社
的

に
取

り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
策
定
も
し
く
は
定
期
的
に
更
新
さ
れ
た

B
C

P
は

、
全

て
の

社
員

に
周

知
し
な
け

れ
ば
、
災
害
時
に
機
能
し
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
周
知
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

４
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
の
手
順
と
ポ
イ
ン
ト

19



B
-1
．
受
け
る
被
害
の
想
定

例
え
ば

震
度

６
強

程
度

の
地

震
が

発
生

し
た
ら

・
・
・
・
・
・
→

自
社

の
被

害
は

？

・
社

屋
は

使
え
る
か

？
周

辺
で
火

事
は

？

・
社

員
は

無
事

か
？

集
ま
れ

る
か

？

・
連

絡
通

信
手

段
は

あ
る
か

？

・
パ

ソ
コ
ン
や

デ
ー
タ
は

無
事

か
？

・
社

長
が

不
在

な
ら

指
揮

は
誰

が
執

る
か

？

皆
様

の
会

社
の

社
員

と
そ
の

家
族

の
生

命
・
安

全
の

確
保

が
第

一
で
す
。

企
業

活
動

に
不

可
欠

な
、
人

、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情

報
、
プ
ロ
セ
ス
（
許

認
可

な
ど
含

む
）

へ
の

影
響

を
考

え
る
こ
と
が

有
効

で
す
。

出
典
：
建
設
会
社
に
お
け
る
災
害
時
の
事
業
継
続
力
認
定
の
申
請
に
向
け
た
準
備
書

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
編

４
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
の
手
順
と
ポ
イ
ン
ト
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●
発
災
後
、
活
用
で
き
る
資
源
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
優
先
的
に
実
施
ま
た
は
継
続
す
べ
き
重
要
業
務
を
絞
り
込
み
ま
す
。

○
安

否
確

認
○
施
工
中
の
現
場
の
被
害
状
況
の
確
認
（
二
次
災
害
の
防
止
）

○
重
要
取
引
先
に
対
す
る
連
絡
と
調
整

○
災
害
協
定
業
務
、
そ
の
他
の
応
急
復
旧
業
務

○
・
・
・
・
・

○
・
・

※
災
害
時
の
主
な
重
要
業
務
の
例

●
各

重
要

業
務

に
対

し
て
、
目

標
時

間
（
着

手
）
を
設

定
し
ま
す
。

B
-2
．
継
続
す
べ
き
重
要
業
務
の
絞
り
込
み

B
-３

．
目
標
時
間
を
定
め
る

４
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
の
手
順
と
ポ
イ
ン
ト
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●
重

要
業

務
の

実
施

ま
た
は

継
続

に
不

可
欠

な
人

員
と
資

機
材

を
洗

い
出

し
ま
す
。

●
発

災
後
に
人
員
と
資
機
材
を
迅
速
か
つ
確
実
に
調
達
で
き
る
よ
う
に
、
事
前
対
策
（
代
替
案
）
を
用
意

し
ま
す
。

●
発
災
後
に
迅
速
か
つ
確
実
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
災
害
時
の
行
動
計
画
を
用
意
し
ま
す
。

C
.災

害
時

の
対
応
体
制

D
.対

応
拠

点
の
確
保

E
.情

報
発
信
・
情
報
共
有

Ｆ
.人

員
と
資

機
材

の
調

達

C
～

F．
事
前
対
策
や
災
害
時
行
動
計
画
の
作
成

Ｇ
～

H
．
訓
練
と
定
期
点
検
の
実
施

Ｇ
.訓

練
計
画
と
定
期
点
検
計
画

Ｈ
.訓

練
計
画
と
定
期
点
検
計
画
の
実
施

（
２
回
目
以
降
（
更
新
）
の
申
請
の
場
合
必
須
）

４
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
の
手
順
と
ポ
イ
ン
ト
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O
社
『
Ｂ
Ｃ
Ｐ
』
に
基
づ
き

災
害
時
対
応
訓
練
を
実
施
！

安
否

確
認

と
参

集
訓

練

災
害
時
初
動
対
応
訓
練

避
難
訓
練

災
害
時
に
も
重
要
な
業
務
を
継
続
ま
た
は
迅
速
に
再
開
す
る
た
め
に
は
、
防
災
担
当
者
だ
け
で
は
な
く
全
社
員
が
必
要
な
対
応
の
内
容

を
熟

知
し
、
実

行
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必

要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
に
は

、
災

害
を
想

定
し
た
訓

練
を
実

施
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

実
行

可
能

性
を
高

め
て
お
く
こ
と
が

重
要

だ
と
思

わ
れ

ま
す
。
Ｏ
社

で
は

、
社

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基

づ
き
、
全

社
員

を
対

象
に
年

２
回

の
訓

練
を
継

続
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
点

呼
及
び
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
安

否
確

認
訓
練

従
業
員
、
従
業
員
の
家
族
の
安
否
確
認
を
「
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
」
に
て
確
認
、
加

え
て
支
店
勤
務
者
に
は
、
点
呼
に
よ
る
安
否
確
認
訓
練
を
実
施
。

（
参

集
訓

練
は

休
日

を
想

定
し
、
１
１
月

に
実

施
予

定
）

・
参

集
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
対

策
本

部
立
上

げ
及

び
各

拠
点

と
の

通
信

訓
練

・
施

工
中
物
件
の
被
災
状
況
報

告
訓

練

・
協

力
会
社
の
支
援
体
制
の
確

認

・
災

害
対
策

本
部
会

議
の
設

置
及
び
参

加
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
初

動
体

制
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施

・
津

波
が
予
想
し
た
避
難
訓
練

あ
ら
か
じ
め
標
高
と
津
波
最
大
予
想
高
を
調
べ
周
知
す
る
と
と
も
に
、

名
簿
及
び
避
難
場
所
迄
の
ル
ー
ト
を
記
入
し
た
紙
を
掲
示
し
、
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
を
実
施
。

訓
練
等
の
実
施
状
況
（
Ｏ
社
）

４
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
の
手
順
と
ポ
イ
ン
ト

23



定
期
的
な
見
直
し
が
必
要
で
す

・
最
初
か
ら
完
璧
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
目

指
す
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会

社
の
実

情
に
応

じ
た
「
使

え
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
を
作

成
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
一

度
策

定
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訓

練
や
定

期
的

な
見

直
し
を
通

じ
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
継

続
的

に
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

出
典

）
建

設
業

BC
Pガ

イ
ド
ラ
イ
ン

平
成

24
年

11
月

22
日

日
本
建
設
業
連
合
会

５
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
の
留
意
点

24



中
国

地
方

整
備

局

審
査

会
（
担

当
職

員
＋

有
識

者
）

①
認
定
基
準
の
策
定
又
は
変
更

②
書

類
審

査
及

び
口

頭
審

査
の

実
施

③
審
査
結
果
の
ま
と
め

④
認
定
の
無
効

建
設

会
社

等

・
『
申
込
み

書
類
』
の
作
成


｢災

害
時

に
お
け
る
建

設
会

社
の

事
業

継
続

計
画

｣
作

成
解

説
書

（
H
29
.4
改
訂
）


各

種
BC

P作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

な
ど

①
申

込
書

（
様
式

１
）

②
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

（
様

式
２
）

・
BC

P作
成 参

照

＋

※
１
）
認
定
を
受
け
た
災
害
時
の
事
業
継
続
計
画
の
有
効
期
間
は
、
２
年

間
。

※
２
）
認
定
を
受
け
た
建
設
会
社
等
で
有
効
期
間
が
経
過
し
た
後
、
引
き
続
き
災
害
時
の
事
業
継
続
計
画

の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
設
会
社
等
は
、
上
記
と
同
様
の
手
続

き
で
更
新
審

査
申

込
み

が
必

要
。

申
込

み
先

（
審

査
会

事
務

局
）

•申
込

書
類

の
チ
ェ
ッ
ク

•審
査
会
の
準
備

③
B
C
P

（
自

社
で
作

成
）

認
定

す
る
場

合
：

『
認

定
証

』
※

１
）
を
発

行

認
定
し
な
い
場
合
：

『
認

定
し
な
い
理

由
を
記

し
た
書

面
』
を
通
知

「
新

規
」
審

査
申

込
ま
た
は

「
更

新
」
※

２
）
審

査
申

込

■
平
成
３
１
年
度

認
定
ｽ
ｹ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
の
予
定

◇
公
募
開
始
：
9月

◇
書
類
審
査
：
11

月
◇
口
頭
審
査
：
12

月
◇
認
定
：
2月

６
．
今
後
の
認
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
公
募
時
期
等
の
見
直
し
】

・
公

募
回

数
：

従
来

2
回

/
年

公
募

→
平

成
3
0
年

よ
り
1
回

/
年

公
募

・
口

頭
審

査
：

全
て
の

申
請

者
と
口

頭
審

査
を
実

施
→

平
成

3
0
年

度
よ
り
更

新
3
回

目
以

降
は

奇
数

回
を
省

略
（
但

し
、
必

要
に
応

じ
て
ﾋ
ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ（
電

話
確

認
含

む
）
を
実

施
）

■
認
定
手
順

※
公

募
開

始
時

に
は

、
Ｈ
Ｐ
等

で
案

内
を
行

い
ま
す
。 25



質
問
等

の
お
問

い
合

わ
せ
は
、

中
国

地
方

整
備

局
防

災
室

ま
で

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
－
３
０

お
願

い
し
ま
す
。

26
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